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◉
ト
ー
ク
ス
ク
エ
ア

人
生
の
積
み
重
ね
が
、人
形
の
情
を
つ
く
る
。

文
楽
人
形
遣
い
　
吉
田 
和
生
氏
　
吉
田 

玉
女
氏

◉
も
の
づ
く
り
の
原
点

鉄
鋼
生
産
で
磨
い
た
情
報
技
術
を
進
化
さ
せ
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
先
鋭
化
に
貢
献
（
下
）

　  
統
合
シ
ス
テ
ム
基
盤
技
術

 

特 

集
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「
機
械
の
血
液
検
査
」で
設
備
の
長
寿
命
化
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現



研究開発の現場から
10

挑戦しています。夢のものづくり

技術開発本部　鉄鋼研究所
加工技術研究開発センター　主任研究員

河内 毅  （1998年入社、素粒子宇宙物理学専攻）

専門性を深め、
お客様の真のニーズに応える

S e r i e s

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
の

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
関
す
る
研
究
な
ど
で

知
ら
れ
る
宇
宙
論
に
魅
せ
ら
れ
、
大
学
で

は
素
粒
子
宇
宙
物
理
学
を
学
ん
だ
。
研
究

室
で
は
流
体
解
析
を
用
い
た
星
形
成
の
研

究
に
携
わ
り
、
ま
っ
た
く
鉄
と
は
か
か
わ

り
が
な
か
っ
た
。

「
大
学
院
修
了
後
の
進
路
を
考
え
て
い
る

と
き
に
、
新
日
鉄
に
は
流
体
力
学
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
部
門
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
研
究
者
と
し
て

自
分
の
知
識
が
活
か
せ
る
の
で
は
と
、
初

め
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」

入
社
後
は
プ
ロ
セ
ス
技
術
研
究
を
経
て
、

鉄
の
利
用
加
工
技
術
を
研
究
開
発
す
る
部

署
に
異
動
。
主
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
研
究
開
発
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

提
案
に
携
わ
っ
て
き
た
。

「
お
客
様
と
の
対
話
の
中
で
、
新
商
品
や

新
技
術
開
発
に
つ
な
が
る
ニ
ー
ズ
が
見
え

て
き
ま
す
。
多
く
の
開
発
要
素
を
包
含
し

た
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
課
題
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
う
し
た
技
術
的
な
難
問
を
解
決
す
る
こ

と
が
、
私
た
ち
研
究
者
の
存
在
価
値
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」

加
工
技
術
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
配
属

さ
れ
て
か
ら
の
数
年
間
、
自
動
車
用
部
材

の
利
用
加
工
技
術
に
関
す
る
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
提
示
し
、
お
客
様
か
ら
の
信
頼

を
得
た
。
し
か
し
そ
こ
に
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
、
２
０
０
６
年
か
ら
2
年
間
、
自
動

車
工
学
を
体
系
的
に
学
ぶ
た
め
ド
イ
ツ
・

ア
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
に
留
学
し
た
。

「
自
動
車
工
学
は
材
料
力
学
、
機
構
力

学
、
構
造
力
学
、
流
体
力
学
、
制
御
論
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
か
ら
成
る
、
複
雑
で

奥
の
深
い
学
問
で
あ
り
、
自
動
車
に
は
こ

う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う『
正
解
』が
あ
り
ま

せ
ん
。
自
動
車
工
学
を
習
得
す
る
こ
と
は
、

個
々
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
持
つ
思
想
を

よ
り
深
く
理
解
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
専
門
性
を
深
め
て
、
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
そ
れ
に
応
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

留学時に使用した自動車工学のテキスト
『Road Vehicle Suspensions』
（Wolfgang Matschinsky著、
Professional Engineering Publishing 発行）

学生時代に使用した素粒子宇宙物理学の
専門書『相対論的宇宙論』
（小玉英雄著、丸善（株）発行）
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トライボロジー・ソリューション

新日鉄化学（株）は新日鉄と連携し、製鉄所の設備機械の保守運用に
欠かせない潤滑管理技術に関する知見を蓄積。この技術ノウハウを
活かして高性能潤滑材を開発するとともに、「機械の血液」と言われ
る潤滑材を分析し、設備機械の損傷状態を診断する潤滑管理診断に
よるトライボロジー・ソリューションを提供している。新日鉄化学
のトライボロジー・ソリューションは、設備機械の寿命低下や稼働
停止などの経済損失を未然に防ぎ、省エネルギーに貢献する技術
としてさまざまな産業分野で活用されている。

特　集

トライボロジー・ソリューション
「機械の血液検査」で

設備の長寿命化と省エネルギーを実現
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写真1　フェログラフィー分析

鉄
の
力
と
化
学
の
力
が
融
合

潤
滑
油
や
グ
リ
ー
ス
な
ど
の
潤
滑
材
は
、
人
間
の

血
液
に
相
当
し
、
機
械
内
部
を
循
環
し
な
が
ら
、
機

械
の
摺
動
部
や
か
み
合
い
部
を
油
膜
で
保
護
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
械
の
円
滑
な
運
転
を
助
け
て
い
る
。
健

康
診
断
に
よ
っ
て
医
師
が
患
者
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
病
気
の
予
防
や
早
期
発
見
が
可
能
に
な
っ
た
の

と
同
じ
よ
う
に
、
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
予
防
や
故
障
の

早
期
発
見
に
も
定
期
検
査
が
必
要
。
潤
滑
管
理
診
断

は「
機
械
の
血
液
」と
言
わ
れ
る
潤
滑
材
を
採
取
し
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
機
械
で
起
こ
っ
て
い

る
摩
耗
現
象
や
そ
の
原
因
を
突
き
止
め
て
そ
の
後
の

保
全
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
管
理
手

法
の
一
つ
だ
。

新
日
鉄
化
学
で
は
、
１
９
８
７
年
か
ら
潤
滑
管
理

診
断
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
始
め
る
と
と
も
に
、

高
性
能
潤
滑
材
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
同
社

の
強
み
に
つ
い
て
、
安
浦
重
人
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
新
日
鉄
で
は
設
備
機
械
保
全
の
一
環
と
し
て
、
す

で
に
１
９
６
９
年
か
ら
各
製
鉄
所
で
潤
滑
管
理
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
社
で
は
、
鉄
の
力

と
化
学
の
力
を
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
設
備
の

こ
と
も
わ
か
る
数
少
な
い
潤
滑
材
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー（
※
１
）技
術
を
駆
使
し
た
潤
滑
管
理

診
断
と
高
機
能
潤
滑
材
を
提
供
し
、
設
備
の
故
障
防

止
と
長
寿
命
化
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
」

「
内
科
的
」に
潤
滑
異
常
を

あ
ぶ
り
だ
す

製
鉄
機
械
は
高
温
の
鋼
材
表
面
に
付
着
す
る
酸
化

皮
膜
や
水
、
高
温
・
高
荷
重
な
ど
、
製
鉄
特
有
の
環

境
の
も
と
昼
夜
連
続
運
転
さ
れ
る
過
酷
な
使
用
条
件

下
に
あ
る
。
一
つ
の
製
鉄
所
で
使
わ
れ
て
い
る
代
表

的
な
機
械
装
置
は
、
歯
車
減
速
機
９
０
０
０
台
、
転

が
り
軸
受
10
万
個
、
す
べ
り
軸
受
２
０
０
０
台
、
油

圧
装
置
９
０
０
基
に
の
ぼ
り
、
こ
の
膨
大
な
数
の
機

械
に
多
種
多
様
な
潤
滑
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。

新
日
鉄
は
約
40
年
前
か
ら
各
製
鉄
所
で
潤
滑
油
の

性
状
管
理
や
油
漏
れ
防
止
な
ど
潤
滑
管
理
を
行
っ

て
き
た
。「
設
備
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
潤
滑
に

始
ま
り
、
潤
滑
に
終
わ
る
」と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
油
漏
れ
は
油
量
不
足
に
よ
る
設
備
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
な
る
。
1
秒
間
に
1
滴
の
油
漏
れ
は
年
間

１
５
０
０
ℓ
の
損
失
と
な
り
、
新
油
購
入
費
や
廃
油

処
理
費
用
な
ど
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。
そ
の

た
め
各
製
鉄
所
で
徹
底
し
た
油
漏
れ
防
止
活
動
を
展

開
し
、
名
古
屋
製
鉄
所
で
は
１
９
７
１
年
か
ら
15
年

間
で
6
分
の
1
に
激
減
さ
せ
る
成
果
を
あ
げ
る
な
ど
、

潤
滑
油
使
用
量
の
大
幅
な
削
減
に
成
功
し
た
。
当
時
、

名
古
屋
製
鉄
所
で
潤
滑
管
理
に
奔
走
し
た
倉
橋
基
文

（
現
・
新
日
鉄
化
学
技
術
顧
問
）は
次
の
よ
う
に
振
り

返
る
。

「
油
漏
れ
の
管
理
が
で
き
て
か
ら
も
、
依
然
と
し
て

設
備
機
械
の
故
障
が
絶
え
ま
せ
ん
。
潤
滑
異
常
を
早

期
に
発
見
し
根
本
的
な
対
策
を
取
る
た
め
に
は
、
機

械
の
潤
滑
状
態
を
直
接
的
に
診
断
で
き
る
質
的
管
理

の
技
術
が
必
要
不
可
欠
で
し
た
。
そ
こ
で
１
９
８
０

年
に
米
国
海
軍
と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
が

開
発
し
た
フ
ェ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
技
術
を
応
用
し
潤

滑
材
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、〝
外
科
的
〞な
ト
ラ
ブ
ル

は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〝
内
科

的
〞に
は
極
め
て
多
く
の
潤
滑
異
常
が
潜
在
し
て
い
る

新日鉄化学（株）執行役員  製鉄化学事業本部　
化学品事業部長　安浦 重人

新日鉄化学（株）製鉄化学事業本部  化学品事業部　
潤滑材料部 技術顧問　倉橋 基文

※1 トライボロジー（tribology）
ギリシャ語のtribos（摩擦を意味する言葉）を用い
た造語。イギリス機械学会のピーター・ジョスト
博士が1966年、イギリス政府に提出した報告
書の中で、潤滑の重要性をアピールする標語と
して使ったのが始まり。報告書では摩擦損失に
よるエネルギー損失、修理費や部品交換の損失、
設備寿命の低下による設備投資増大など、適正
な潤滑管理が行われないことによって膨大な経済
的損失が発生していることが示された。

二色顕微鏡を用いて
フェログラムスライド
上に定着した摩耗粒子
を観察している様子。
設備機械ごとに定着す
る摩耗粒子の形や量は
異なる。



その後の点検で、ギヤ歯元のクラックと軸受の損傷が
確認された。
シールの損傷が著しく、油量も低下していたことから、
潤滑油の漏洩によって損傷が起こったと判断した。

・
・

厚みのある摩耗粒子が確認され歯面
が摩耗していると推察

歯面にはく離の進行が確認される

フェログラフィー法
（早期発見）

なじみ

破損

温度法

振動法

摩耗防止
（原因の除去）

時間

摩
耗（
劣
化
度
）

0

正常摩耗 
自己修復機能

異常摩耗 

なじみ
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図1　天井用クレーン巻上減速機のフェログラフィー分析事例

新日鉄化学（株）製鉄化学事業本部  化学品事業部
潤滑材料部 参事　長野 克己

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
製
鉄
所

で
は〝
守
り
の
潤
滑
管
理
〞か
ら
一
歩
進
め
て〝
攻
め
の

潤
滑
管
理
〞と
し
て
の
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
活
動
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

機
械
の
非
破
壊
検
査
を
可
能
に
し
た

フ
ェ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
分
析

新
日
鉄
化
学
で
は
新
日
鉄
の
潤
滑
管
理
技
術
ノ
ウ

ハ
ウ
を
継
承
し
発
展
さ
せ
て
き
た
。
同
社
の
潤
滑
管

理
診
断
で
は
、
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
な
る
フ
ェ
ロ

グ
ラ
フ
ィ
ー
分
析
装
置
で
、
装
置
内
か
ら
採
取
し
た

わ
ず
か
約
１
cc
の
油
に
含
ま
れ
て
い
る
摩
耗
粒
子
を

磁
力
に
よ
っ
て
ス
ラ
イ
ド
上
に
配
列
さ
せ
、
二
色
顕

微
鏡
で
摩
耗
粒
子
の
形
態
や
大
き
さ
、
濃
度
な
ど
を

観
察（
写
真
1
）す
る
こ
と
に
よ
り
、
潤
滑
異
常
の
有

無
や
異
常
部
位
と
そ
の
原
因
を
特
定
し
、
診
断
書
を

発
行
し
て
必
要
な
対
策
を
製
造
現
場
に
示
す（
図
1
）。

さ
ら
に
そ
の
結
果
を
次
回
の
定
期
診
断
時
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
で
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ェ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
分

析
に
よ
る
診
断
技
術
の
特
徴
に
つ
い
て
、
長
野
克
己

は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

「
軸
と
軸
受
が
接
触
す
る
と
温
度
が
上
が
っ
た
り
、

振
動
が
発
生
し
た
り
し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
検
知
す

る
診
断
法
に
比
べ
て
、
フ
ェ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
分
析
は

感
度
が
高
く
、
機
械
が
定
常
状
態
か
ら
故
障
に
至
る

変
遷
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
図
2
）。
潤
滑

管
理
は
当
初
、
経
過
時
間
を
基
準
に
潤
滑
材
を
交
換

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
フ
ェ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
分
析

の
導
入
に
よ
っ
て
、
設
備
機
械
の
損
傷
状
態
を
定
量

化
で
き
、
結
果
と
し
て
機
械
の
非
破
壊
検
査
を
可
能

に
し
ま
し
た
」

高
性
能
な
潤
滑
材
へ
の
切
り
替
え
で

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
達
成

潤
滑
材
は
摩
擦
、
摩
耗
防
止
の
カ
ギ
を
握
り
、
機

械
の
長
寿
命
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
故
障
防
止
な
ど

の
波
及
効
果
が
極
め
て
大
き
い
。
鉄
鋼
業
で
は
多
く

の
設
備
機
械
が
電
動
機
を
動
力
源
と
し
て
お
り
、
製

鉄
所
に
お
け
る
全
使
用
電
力
の
約
70
％
が
歯
車
装
置

を
介
し
て
動
力
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
摩
擦
、
摩
耗
に

よ
る
膨
大
な
数
の
歯
車
の
表
面
損
傷
は
、
電
力
損
失

と
設
備
寿
命
の
低
下
を
も
た
ら
す
大
き
な
課
題
だ
。

新
日
鉄
は
１
９
８
４
年
に「
シ
ン
ル
ー
ブ
®
Ｎ
Ｓ
ギ
ヤ

油
」を
開
発
し
、
大
電
力
を
消
費
す
る
熱
間
仕
上
圧
延

機
で
3
％
、
熱
間
粗
圧
延
機
で
4
％
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
果
と
、
ギ
ヤ
の
長
寿
命
化
と
故
障
防
止
を
実
現
し
た
。

さ
ら
に
軸
受
の
大
幅
な
長
寿
命
化
に
貢
献
す
る「
シ
ン
ル
ー

ブ
®
マ
ル
チ
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ー
ス
」を
開
発
。
１
９
８
４
年

に
世
界
初
の
オ
ー
ル
ウ
レ
ア
グ
リ
ー
ス（
※
2
）に
切
り
替
え

た
名
古
屋
製
鉄
所
で
は
、
軸
受
の
購
入
費
と
取
り
替
え

工
事
費
で
約
25
％
、
グ
リ
ー
ス
購
入
量
で
約
30
％
を
削

減
し
、年
間
約
２・５
億
円
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
た
。

製
鉄
所
に
お
け
る
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
実
践
の
軌
跡

を
紹
介
し
た
倉
橋
の
論
文
に
感
動
し
新
日
鉄
へ
の
入

社
を
決
め
、
現
在
名
古
屋
製
鉄
所
で
設
備
機
械
保
全

に
携
わ
っ
て
い
る
藤
井
彰
は
、
潤
滑
管
理
の
意
義
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
設
備
機
械
の
寿
命
は
有
限
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
補

修
工
事
の
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
や
補
修
が
必
要
な
部
位

を
見
極
め
、
劣
化
傾
向
管
理
に
よ
り
保
全
の
計
画
性
や

合
理
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
大
切
で
す（
図
3
）。
新
日

鉄
化
学
と
連
携
す
る
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活
か
し
、
製
造

現
場
を
支
え
る
基
盤
技
術
の
一
つ
と
し
て
、
今
後
と
も
設

備
の
体
質
改
善
を
進
め
る
保
全
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
」

新日鉄  名古屋製鉄所 設備部　
機械技術グループリーダー　藤井 彰

図2　各種診断法による機械の摩耗劣化検出

特　　集
トライボロジー・ソリューション

※2　ウレアグリース：分子内に「ウレア結合」を持つ増ちょう剤を用いたグリース。耐熱、耐水、耐摩耗性に優れるが、リチウム系グリースと比べ製造が難しい。
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写真2　新日鉄化学の高性能潤滑材 
　　　　「シンルーブ ®シリーズ」

産
業
機
械
か
ら
電
子
機
器
ま
で

広
が
る
高
性
能
潤
滑
材
の
用
途

新
日
鉄
化
学
で
は
、
原
油
を
精
製
し
た
鉱
油
で
は

な
し
得
な
か
っ
た
性
能
を
実
現
し
た
、
合
成
潤
滑
油「
シ

ン
ル
ー
ブ
®
Ｓ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
」を
は
じ
め
と
す
る
高
性

能
潤
滑
材
を
開
発（
写
真
2
）。
名
古
屋
製
鉄
所
で
ベ

ア
リ
ン
グ
の
寿
命
を
飛
躍
的
に
延
ば
し
た
技
術
は
、
他

産
業
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
例
え
ば
四
輪
駆
動
車
の
ロ

ン
グ
ラ
イ
フ
・
ス
ム
ー
ス
な
走
行
を
実
現
す
る
た
め
に
、

製
鉄
環
境
で
培
わ
れ
た
ウ
レ
ア
増
ち
ょ
う
剤
が
広
く
採

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
電
子
機
器
で
は
、
３・５
イ
ン

チ
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ
ブ
用
軸
受
モ
ー
タ
ー
に
使

わ
れ
る
潤
滑
油
で
、
新
日
鉄
化
学
は
世
界
シ
ェ
ア
45
％

を
誇
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
の
石
油
元
売
各
社
に
対

し
て
も
高
性
能
潤
滑
材
の
基
油（
ポ
リ
α
オ
レ
フ
ィ
ン
）

を
供
給
。
最
近
で
は
、
新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

の
風
力
発
電
事
業
会
社「（
株
）エ
ヌ
エ
ス
ウ
イ
ン
ド
パ

ワ
ー
ひ
び
き
」（
北
九
州
市
）の
風
車
の
メ
イ
ン
ベ
ア
リ

ン
グ
と
増
速
機
に
潤
滑
材
が
採
用
さ
れ
た
。
風
車
は
、

郊
外
の
立
地
に
加
え
、
上
空
60
メ
ー
ト
ル
以
上
に
発
電

装
置
が
あ
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
を
目
指
し

た
設
備
管
理
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
新
日
鉄
化
学
は
、

設
備
の
長
寿
命
化
に
寄
与
す
る
適
切
な
潤
滑
材
の
提

供
と
、
潤
滑
管
理
診
断
を
実
施
し
て
い
る
。

製
造
現
場
に
密
着
し
た

潤
滑
材
事
業
を
展
開

新
日
鉄
化
学
は
潤
滑
技
術
拠
点
と
し
て「
ト
ラ
イ
ボ

セ
ン
タ
ー
」を
新
日
鉄
八
幡
・
名
古
屋
の
両
製
鉄
所
に

設
置
し
、
大
分
製
鉄
所
へ
も
技
術
サ
ポ
ー
ト
の
要
員

を
派
遣
し
て
い
る
。
ト
ラ
イ
ボ
セ
ン
タ
ー
は
新
日
鉄
各

製
鉄
所
の
設
備
機
械
の
故
障
防
止
活
動
や
突
発
対
応

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
今
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
も
、
停
止
し
た
設
備
が
ス
ム
ー
ス
に

稼
働
す
る
よ
う
、
万
全
の
対
応
で
協
力
し
て
い
る
。

ま
た
新
日
鉄
化
学
は「
機
械
状
態
監
視
診
断
技
術

者（
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
）」の
資
格
認
定
を
行
う
教
育
訓

練
機
関
と
し
て
の
認
定
を
受
け
、
２
０
１
０
年
度
か

ら
訓
練
コ
ー
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
同
資
格
は（
社
）

日
本
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学
会
と
一
般
社
団
法
人
日
本

機
械
学
会
が
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
導
入
し
た
も
の
。

訓
練
コ
ー
ス
で
は
日
本
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学
会
の
専

用
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
資
格
取
得
に
向
け
た
講
義
を

行
い
、
潤
滑
管
理
者
の
診
断
技
術
に
関
す
る
知
識
や

技
能
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
、

武
藤
敬
司
と
髙
原
武
彦
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
当
社
の
強
み
は
機
械
の
損
傷
状
態
に
応
じ
て
個
別

に
精
密
診
断
し
、
膨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
ト
レ

ン
ド
を
つ
か
み
、
起
こ
り
得
る
問
題
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
感
覚
で
最
適
な
潤
滑
材
が
提
供
で

き
る
点
に
あ
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
診
断
精
度
を
上

げ
て
い
く
と
と
も
に
、
新
し
い
診
断
法
の
開
発
に
挑

戦
し
て
い
き
ま
す
」（
武
藤
）。

「
機
械
が
健
全
な
と
き
は
診
断
の
必
要
性
を
感
じ
な

い
も
の
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
当
社
の
潤
滑
管

理
診
断
は
い
ち
早
く
リ
ス
ク
を
発
見
し
設
備
信
頼
性

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
高
性
能
潤
滑
材

は
単
な
る
補
助
材
料
で
は
な
く
機
能
材
料
と
し
て
原

単
位
低
減
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ

う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
今
後
と
も
Ｐ
Ｒ
し
、
拡
販
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
髙
原
）。

新
日
鉄
化
学
は
総
合
的
な
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
通
じ
て
、
お
客
様
の
製
造

現
場
に
密
着
し
た
潤
滑
材
事
業
を
展
開
し
、
広
く
産

業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
。

図3　設備の劣化傾向管理

トライボロジー・ソリューション

新日鉄化学（株）製鉄化学事業本部  化学品事業部
潤滑材料部 トライボセンター長　武藤 敬司

新日鉄化学（株）製鉄化学事業本部  化学品事業部
潤滑材料部長　髙原 武彦



新日鉄
ギャラ

リー

室蘭製
鉄所

室蘭・知利別西区の傾斜地の林に囲まれた一角に建つ。
外観は欧風のモダンな木造建築で、内部は和洋折衷。

鉛を使わない低炭快削鋼を世界に先駆けて実用化

　

自
動
車
や
Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
の
、
切
削

加
工
に
よ
り
つ
く
ら
れ
る
精
密
部
品
に

使
わ
れ
る「
快
削
鋼
」。
そ
の
名
の
通
り
、

削
ら
れ
や
す
さ（
切
削
性
）が
求
め
ら
れ

ま
す
。
従
来
は
、
切
削
性
を
高
め
る
成

分
と
し
て
鉛
を
添
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

環
境
負
荷
低
減
の
た
め
、
新
日
鉄
で
は

い
ち
早
く「
鉛
フ
リ
ー
化
」を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
鉛
の
代
わ
り
に
、
極
め
て
微

細
な
硫
化
物
を
鋼
中
に
均
一
に
分
散
さ

せ
る
こ
と
で
、
滑
ら
か
な
切
削
面
性
状

を
実
現
し
、
同
時
に
切
削
工
具
の
長
寿

命
化
に
貢
献
す
る
鋼
材
を
開
発
し
、
世

界
に
先
駆
け
て
実
用
化
し
ま
し
た
。
こ

の
開
発
で「
第
３
回 

も
の
づ
く
り
日
本

大
賞  

優
秀
賞
」を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

プリンターシャフト

新日鉄の

7 NIPPON STEEL MONTHLY   2011. 5

北海道唯一の銑鋼一貫製鉄所として、100年以上にわたり、
高品質な製品を供給してきた室蘭製鉄所。1940年に建設
された「知利別会館」（当時「知利別倶楽部」）は社員の
社交の場や会議、来賓宿泊施設としてにぎわい、現在は
迎賓館として利用されている。
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分
散
系
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
統
合
に

い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
新
日
鉄

全
国
10
カ
所
に
製
鉄
所
・
製
造
所
を

展
開
す
る
新
日
鉄
は
有
効
ス
テ
ッ
プ
数

が
３
・８
億
ス
テ
ッ
プ
に
及
ぶ
大
規
模

な
情
報
シ
ス
テ
ム
を
保
有
す
る
。
そ
の

約
７
割
は
製
造
現
場
を
支
え
る
生
産
管

理
・
操
業
系
シ
ス
テ
ム
で
、
残
り
の
3

割
が
営
業
系
お
よ
び
会
計
・
人
事
関
連

な
ど
一
般
管
理
系
の
シ
ス
テ
ム
だ
。
24

時
間
３
６
５
日
稼
働
す
る
製
鉄
所
の
生

産
管
理
・
操
業
系
シ
ス
テ
ム
は
、
日
々

の
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
観
点
か
ら

製
鉄
所
ご
と
に
計
算
機
セ
ン
タ
ー（
サ
ー

バ
）が
あ
り
、
一
方
、
営
業
・
一
般
管

理
系
の
業
務
シ
ス
テ
ム
は
、
災
害
対
策

と
し
て
君
津
・
八
幡
２
カ
所
に
設
置
さ

れ
た
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
全
社
シ
ス
テ

ム
と
し
て
集
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
の
新
日
鉄
本
社
サ
ポ
ー

ト
部
隊
は
、
利
用
者
数
と
デ
ー
タ
数
の

多
い
営
業
・
一
般
管
理
系
に
対
し
て
、

経
営
効
率
の
向
上
を
志
向
し
た
統
合
シ

ス
テ
ム
基
盤「
Ｎ
Ｓ
│
ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ（
※
1
）」

の
構
築
を
支
援
し
、保
守
・
運
用
を
行
っ

て
い
る（
図
１
）。

新
日
鉄
で
は
、
１
９
９
０
年
代
以
降
、

シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
の
流
れ
に
乗
っ

て
、
個
々
の
業
務
別
に
サ
ー
バ
機
器
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
、
分
散
系
シ

ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
き
た
。

し
か
し
、
機
器
な
ど
の
種
類
・
数
の
増

加
と
と
も
に
全
体
と
し
て
保
守
運
用
負

荷
の
増
大
と
そ
れ
に
伴
う
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
、
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
間
で
の
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
相
互
接
続
が
複
雑
に

な
る
と
い
う
問
題
が
顕
在
化
し
た
。
そ

こ
で
新
日
鉄
は
、
２
０
０
２
年
か
ら
シ

ス
テ
ム
統
合
に
取
り
組
み
、
営
業
、
財

務
、
購
買
、
設
備
管
理
、
原
料
、
人
事

な
ど
約
２
０
０
の
シ
ス
テ
ム
を
統
合
基

盤
上
に
移
行
・
再
構
築
し
た
。

共
通
し
て
必
要
な
機
能
を
統
合
し

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す

基
盤
の
統
合
に
は「
拠
点
統
合
」「
物

理
統
合
」「
機
能
統
合
」が
あ
る
。
新

日
鉄
で
は
ま
ず
「
物
理
統
合
」を
行
い
、

そ
の
統
合
基
盤
の
上
で
、
共
通
化
可
能

な
認
証
な
ど
の
共
有
化
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、「
機
能
統
合
」を
実
現
し
て
い
る

（
図
２
）。
こ
の
領
域
は
シ
ス
テ
ム
構
造

の
標
準
化
や
個
々
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
構
造
の
統
制
が
必
要
で
あ
り
、
統
合

の
難
易
度
が
高
い
。

図
3
の
と
お
り
、多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
統
制
す
る
Ｉ
Ｔ
基
盤
に
は
、

③
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
か
ら 

⑧
の

ユ
ー
ザ
ー
ア
ク
セ
ス
ま
で
の
諸
機
能
の

統
制
が
必
須
だ
。
従
来
は
営
業
・
財

務
・
会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
個
別
の
サ
ー

バ
ご
と
に
一
式
揃
え
て
い
た
が
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は 

⑥
か
ら 

⑧
ま
で
を

同
一
の
サ
ー
バ
に
統
合
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
言
語
や
機
器
の
選
定
を
は
じ
め
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

バ
、
運
用
管
理
ツ
ー
ル
な
ど
を
一
つ
ず

つ
目
的
に
合
う
形
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
、

２
０
０
に
も
及
ぶ
シ
ス
テ
ム
を
同
一
の

サ
ー
バ
で
動
か
す
統
合
シ
ス
テ
ム
基
盤

を
実
現
し
て
い
る
。

「
物
理
統
合
」で
は
、
た
だ
単
に
統
合

新
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
株
）（
以
下
、
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）は
、

鉄
鋼
業
を
は
じ
め
と
す
る「
も
の
づ
く
り
」を
支
え
る
Ｉ
Ｔ
利
用

技
術
の
蓄
積
・
知
見
を
ベ
ー
ス
に
、
企
画
・
構
築
・
運
用
ま
で
、

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
多
彩
で
柔
軟
な
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
し
て
い
る
。
今
号
で
は
、サ
ー
ビ
ス
を
含
む
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
そ
の
基
盤
、
そ
し
て
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
保
守
に
わ

た
る
全
領
域
を
緊
密
に
一
体
化
し
て
、
企
業
の
経
営
効
率
の
向

上
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
Ｉ
Ｔ
コ
ス
ト
の
削
減
、
環
境
対
策
に

貢
献
す
る「
統
合
シ
ス
テ
ム
基
盤
技
術
」の
開
発
事
例
を
紹
介
す
る
。
※本企画では2010年４月号から、長年、製
鉄事業で培ってきた経験と技術を基盤に成
長・発展を遂げるグループ各社の保有技術
にスポットを当てて、その原点と最先端の
技術開発を紹介しています。

鉄
鋼
生
産
で
磨
い
た

情
報
技
術
を
進
化
さ
せ
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
先
鋭
化
に
貢
献

統合システム
基盤技術

（下）
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DATA

業務システム 業務システムの評価 3つのIT統合基盤

統合システム基盤
（NS－eSYS）の範囲

生産管理系サーバの範囲
（製鉄所統合サーバ）

操業オンライン系サーバの範囲
（各工場単位サーバ）

プロセス
コンピュータ

営業系
物流系

一般管理系
技術情報系

月次生産計画
品質計画

物流管制
生産管制

ライン稼働システム
（指示 / 実績）

ライン

難

易

多い

少ない

多い

少ない

弱い

強い

弱い

強い

統合レベルには、「拠点統合」「物理統合」「機能統合」がある。
新日鉄では「物理統合」を行い、その統合基盤の上で、ミドルウェアを含めた
「機能統合」を実現している。

統合
レベル

統合 /統合
の対象 適用イメージ 効果 負荷 / 

難易度

小 /易

大 /難

⑧ユーザーアクセス
　（ID・認証・認可）

⑦共通データベース

⑥システム間連携

⑤統合サーバ／
統合ストレージ

④運用管理

③全社ネットワーク

⑨
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ラ

②
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

①
業
務
・
シ
ス
テ
ム
規
程
／
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
ル
ー
ル

広
域
防
災
対
策

ポリシー・ガイドライン

実　装

OS 

OS 

AP① 

OS 

AP② 

OS OS 

AP③ AP④ 

統合システム基盤

統合システム基盤が管理する範囲

統合の一例（DB統合）
各アプリケーション

システム

APごとインスタンス
を提供

統合

コンポーネント

ユーザーアクセス機構

ミドルウェア

サーバ

ストレージ

ネットワーク

ファシリティ

運

　用

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

業務
AP①

業務
AP②

業務
AP③

業務
AP④

統合後

大

小

CPU 

メモリ 

Win 

 

 

OS

サーバ

ストレージ

データセンター

 ミドルウェア
（システム機能）

機
能
統
合

物
理
統
合

拠
点
統
合

◆種別・バージョンの異なるミドルウェアを
　1つに標準化し、機能を統合

◆種別・バージョンの異なるOSを
　1種類に標準化

◆複数サーバを物理的に1つの筐体に統合する
◆１台の高性能サーバを、仮想化技術により任意
　の能力に分割して提供

◆仮想化技術により、複数のディスクを1つに
　まとめ、任意の容量に再分割して提供

X Y Z

X

Y

センターA

センターB

センター

X Y

X
Z

Y
X Y Z

ディスク 

AP：X 

AIX AP：Y 

HP-UX AP：Z

Win AP：X 

Win 

Win 

AP：Y 

AP：Z

AP：X 

AP：Y 

AP：X AP：Y 

DB
AAA 

DB
CCC 

DB
AAA DB 認証

伝送APサーバ

AP① AP② AP③ AP④ 

計
算
機
停
止
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

利
用
者
数

障
害
時
の
被
害 

・ 

影
響

デ
ー
タ
量

リ
ア
ル
タ
イ
ム
性

新日鉄のIT基盤と「NS-eSYS」導入部分

基盤統合の種類と新日鉄/NSSOLの取り組み2

1

目指した統合システム基盤の形4

統合システム基盤の内容3

※1 NS-eSYS：エヌエス イーシス。新日鉄の社内統合システム基盤の名称。
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さ
れ
た
サ
ー
バ
の
中
に
機
能
別
に
そ
れ

ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
が
共
存
し
て
お
り
、

個
別
シ
ス
テ
ム
の
運
用
負
荷
が
か
か
る
。

そ
こ
で
各
シ
ス
テ
ム
で
共
通
に
必
要
と

な
る
認
証
、
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

共
用
化
し「
機
能
統
合
」を
行
う
こ
と
で
、

シ
ス
テ
ム
運
用
の
負
荷
の
軽
減
が
期
待

で
き
る
と
同
時
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

統
合
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
の
ラ

イ
セ
ン
ス
費
用
や
保
守
費
用
を
最
適
化

す
る
こ
と
が
可
能
だ（
図
4
）。

一
方
、
利
用
者
は
従
来
ど
お
り
の
使

用
環
境
の
ま
ま
個
別
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
使
用
で
き
る
。
ま
た
新
た
な
シ
ス

テ
ム
も
容
易
に
付
加
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
で
は
、
Ｎ
Ｓ
│ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
の

運
用
に
当
た
り
、
各
専
門
領
域
の
技
術

者
が
結
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
構

成
や
停
止
し
た
と
き
の
影
響
度
を
考
慮

し
て
、
障
害
時
の
リ
カ
バ
リ
ー
を
短
時
間

で
実
施
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る（
図
5
）。

仮
想
化
技
術
を
使
っ
た

大
規
模
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト・ク
ラ
ウ
ド

を
実
現

一
方
、
Ｉ
Ｔ
基
盤
は「
所
有
か
ら
利

用
へ
」と
い
う
近
年
の
潮
流
の
中
で
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
外
部
の
リ

ソ
ー
ス
を
活
用
す
る「
ク
ラ
ウ
ド
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ（
※
2
）」が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
図
6
）。
Ｎ
Ｓ
Ｓ

Ｏ
Ｌ
で
は
２
０
０
３
年
か
ら
同
技
術
の

研
究
開
発
に
着
手
し
、
新
日
鉄
の
統

合
シ
ス
テ
ム
基
盤
技
術
な
ど
で
培
っ
た

集
約
・
統
合
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が

ら
、
先
行
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
企
業
や

グ
ル
ー
プ
企
業
内
の
シ
ス
テ
ム
間
で
リ

ソ
ー
ス
を
共
有
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

ク
ラ
ウ
ド「
エ
ヌ
エ
ス
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル

（N
SGRA

N
D
IR
®

）（
※
3
）」の
事
例
を

紹
介
す
る
。

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
で
は
２
０
０
８
年
４
月

か
ら
、
あ
る
大
手
製
造
業
が
保
有
す
る

１
５
０
０
台
の
サ
ー
バ
の
集
約
・
統
合

に
取
り
組
ん
だ（
図
7
）。
そ
の
目
的
は

運
用
の
安
定
化
を
前
提
と
し
た
総
所
有

コ
ス
ト（
Ｔ
Ｃ
Ｏ
）削
減
と
電
気
使
用
量

低
減
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削
減
、
そ

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
規
格
へ
の
柔
軟
で
迅
速

な
対
応（
申
請
後
約
２
週
間
で
の
使
用

環
境
提
供
）の
３
つ
だ
。
短
期
間
で
コ
ス

ト
効
果
を
出
す
た
め
、
す
で
に
実
績
の

あ
る
Ｏ
Ｓ
の
領
域
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

り（
対
象
サ
ー
バ
５
０
０
〜
６
０
０
台
、

１
０
０
シ
ス
テ
ム
）、
更
新
時
期
を
踏
ま

え
て
段
階
的
に
つ
く
り
変
え
、
最
終
的

に
廉
価
な
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
系
サ
ー
バ
に

集
約
す
る「
物
理
統
合
」を
提
案（
図
２
参

照
）。
１
０
０
シ
ス
テ
ム
す
べ
て
を
つ
く

り
変
え
る
の
は
工
期
と
コ
ス
ト
が
か
か
る

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
の
仮
想
化
技
術（
※
4
）

を
使
い
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
何
も

変
え
ず
に
、
財
務
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
系
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
統
合
シ

ス
テ
ム
基
盤
に
随
時
載
せ
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
５
０
０
〜
６
０
０
台
の

サ
ー
バ
を
２
０
０
台
以
下
に
削
減
し
、

Ｔ
Ｃ
Ｏ
は
２
〜
３
割
、
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量

で
は
７
割
程
度
の
削
減
効
果
を
生
み
出

す
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
変
化
に
迅

速
に
対
応
す
る
環
境
の
提
供
を
実
現
し
た
。

Ｉ
Ｔ
の
最
先
端
で
強
み
を
発
揮
す
る

鉄
鋼
業
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
で
は
製
造
業
向
け
だ
け

で
は
な
く
、
情
報
ポ
ー
タ
ル
企
業
の
情

報
発
信
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
統

合
基
盤（
図
8
）や
、
東
京
大
学
素
粒
子

物
理
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

る
膨
大
な
量
の
科
学
計
算
を
短
期
間
で

行
う
Ｉ
Ｔ
基
盤
を
受
注
・
構
築
し
た
ほ

か
、
生
命
保
険
・
金
融
機
関
向
け
に
保

険
料
率
の
改
定
時
な
ど
の
リ
ス
ク
計
算

を
行
う
統
合
基
盤
を
提
供
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
・
業
態
向
け
の「
拠
点

統
合
」、「
物
理
統
合
」そ
し
て「
機
能
統

合
」ま
で
幅
広
く「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ク

ラ
ウ
ド
」を
構
築
し
て
お
り
、
そ
の
実
績

は
日
経
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
Ｉ
Ｔ
ｐ
ｒ
ｏ
が

実
施
し
た「
第
２
回
ク
ラ
ウ
ド
ラ
ン
キ
ン

グ
」プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
ラ
ウ
ド
構
築
支
援

サ
ー
ビ
ス
部
門
に
お
い
て「
ベ
ス
ト
サ
ー

ビ
ス
」に
選
出
さ
れ
て
い
る（
※
5
）。

新
日
鉄
は
日
本
で
初
め
て
生
産
計

画
・
管
理
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を

君
津
製
鉄
所
に
導
入
し
て
以
降
、
約

40
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
進
化
と

と
も
に
歩
み
、
そ
の
過
程
で
、「
ユ
ー

ザ
ー
が
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
」

シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継
承
す
る
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
は
、

１
９
８
７
年
に
開
設
し
た「
シ
ス
テ
ム

研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」を
中
核
と
す
る

研
究
開
発
・
技
術
力
を
備
え
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
会
社
系
の
シ
ス
テ

ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
会
社
と
異
な
り
、

お
客
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
中
立
的
観
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ベ

ン
ダ
ー
の
製
品
技
術
を
的
確
に
組
み
合

わ
せ
最
適
解
を
導
き
出
す
熱
意
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
常
に
お
客

様
の
視
点
に
立
ち
、
企
業
経
営
や
サ
ー

ビ
ス
の
先
鋭
化
に
寄
与
す
る
ク
ラ
ウ
ド
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
新
た
な
活
用

領
域
に
挑
戦
し
て
い
く
。
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Windows 

Solaris 

Windows 

Solaris 

Operating
System

A 
Operating
System

B 
Operating
System

C 
Operating
System

D 

Operating
System

A 
Operating
System

B 
Operating
System

C 
Operating
System

D 

Operating
System

A 
Operating
System

B 
Operating
System

C 
Operating
System

D 
Operating
System

E
Operating
System

F
Operating
System

G
Operating
System

H

ネットワーク
（インターネットなど）

こちら側 あちら側

膨大な量の
サービス・
データ・情報

膨大な量の
IT基盤

サーバ・ストレージ

広帯域・
ユビキタス性を
有するネットワーク

多様で可搬な端末

＜効果の最大化＞ ＜統合システム基盤＞ ＜リスク回避策＞

ＡＰ案件の変化
に対応できない
可能性

統合化による
システム停止時
の被害の拡大

レベルアップ時
の作業の煩雑さ

ＡＰ構造
（DB構造）
の統一

共通構造の検討、
統合すべきものの

見極め

オープン化に
対応した頑強な構造

（セキュリティ対策、耐障害性）

システム管理の
高度化・効率化

技術者育成

論理的構造の
統合

ハードウェアの
統合

業務統合基盤
の構築

(マスターDB、コード統一)

開発費の削減
開発容易さ
品質の向上

システムリスク
コントロールの

容易性

統合共有化による
コスト削減

リスク想定

集約

集約

集約

集約
● TCO削減
● CO2 削減

次世代統合インフラ基盤
（全プラットフォームを統合） サ

ー
バ
統
合
集
約
効
果

（
コ
ス
ト
・
環
境
貢
献
）統合効果

時間 現　在 次世代

今後もビジネスを取り巻く環境の変動が予想され、求められるインフラの変化も予測が困難。  必要に迫られた個別最適ではなく、
今後、全体最適を推進することが必要

次世代 ITインフラの構築基本方針

コスト削減 機動性向上

アーキテクチャ方針

1.　HWの構成 /配置は統一し、余剰リソースの利用効率を高める

2.　ネットワーク /ストレージは統合・仮想化し、論理的に個別利用

3.　エンジニア作業 /構成管理を自動化し、機動性と省力化を実現

4.　コストパフォーマンスの高いサーバをスケールアウトにて拡張
5.　インフラ構成をシンプルにし、順次拡張するスモールスタート構成

効果の最大化とリスク回避策
＜効果

5 クラウド・コンピューティングとは6

他業種での採用事例（情報ポータル企業の統合基盤）

エヌエスグランディール（NSGRANDIR®）を用いた次世代統合インフラ基盤整備例7

8

監　修　　新日鉄ソリューションズ（株）

鉄鋼ソリューション事業部
基盤技術部 部長　
丸岡 琢磨（まるおか・たくま）
（1989年入社、経済学専攻） 

ITインフラソリューション事業本部
ITエンジニアリング事業部
事業部長
北沢 聖（きたざわ・さとし）
（1990年入社、計数工学専攻）

ITインフラソリューション事業本部
ITエンジニアリング事業部
エンジニアリング第一部 
第一グループ シニア・マネジャー
水島 純一（みずしま・じゅんいち）
（2006年入社、経営学部情報管理専攻）

※2 クラウド・コンピューティング：インターネットを「雲（クラウド）」の形でシステム図に表現したことに由来。従来個々のパソコンや社内サーバで行っていた
情報処理を、利用者に見えないインターネットの外部にある巨大サーバ群に任せるサービス形態。

※3 NSGRANDIR®：ITインフラの各種計算機資源を共通基盤として統合し、負荷変動などに合わせて自動的に最適配分するためのフレームワーク。GRANDIR
とは仏語で“成長する”。

※4 仮想化技術：CPUやメモリなどのコンピュータ・リソースと、それを利用するOSやアプリケーションとの物理的な結びつきを解いて、自在に利用できる
ようにする技術。仮想化により、1台のサーバを複数のサーバとして運用したり、逆に複数のサーバの能力を1つに集約して、より大きな力として活用する
ことが可能になる。

※5 「第２回 クラウドランキング」（『日経コンピュータ』2011年3月3日号掲載） 



│
│ 

文
楽
の
道
に
進
ま
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

和
生　

ま
さ
か
自
分
が
文
楽
を
や
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
ね
。
私
は
も
と
も
と
職
人
の
世
界
に
憧
れ

て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
高
校
を
卒
業
し
て
訪
ね
た
人
形

細
工
師
さ
ん
か
ら「
作
る
よ
り
も
人
形
遣
い
に
な
っ
て

み
た
ら
」と
勧
め
ら
れ
て
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
す
。

玉
女　

私
は
大
阪
の
出
身
で
す
が
、
近
所
に
人
形
遣

い
の
方
が
住
ん
で
い
て
、
中
学
生
の
と
き
に
公
演
の

お
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が

ご
縁
で
す
ね
。

│
│ 

修
行
時
代
は
相
当
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

和
生　

う
ー
ん
、
よ
く
聞
か
れ
ま
す
け
ど
、
苦
労
と
い

う
苦
労
は
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
当
た
り
前
や
と
思
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
。
た
だ
、
手
取
り
足
取
り
は
教
え
て

く
れ
ま
せ
ん
。
う
ち
の
師
匠
が
言
う
の
は
、「
わ
し
は

こ
う
や
っ
て
い
る
」。
体
つ
き
も
個
性
も
人
そ
れ
ぞ
れ

や
か
ら
、
単
純
に
真
似
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え

な
が
ら
や
っ
て
み
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

玉
女　

私
の
場
合
は
と
に
か
く「
舞
台
を
見
な
さ
い
」と

言
わ
れ
ま
し
た
ね
。
芸
は
盗
む
も
ん
や
と
。あ
と
、ほ
か

の
弟
子
が
注
意
を
受
け
た
と
き
は
、
自
分
の
こ
と
だ
と

思
っ
て
聞
け
と
言
わ
れ
て
、そ
れ
は
守
っ
て
き
ま
し
た
。

│
│ 

壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

玉
女　

も
ち
ろ
ん
、
若
い
こ
ろ
は
何
度
も
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
、師
匠
が
私
を
し
っ
か
り
見
て
い
て
く
れ
て
、

い
い
と
き
は「
今
日
は
良
か
っ
た
で
」と
き
ち
っ
と
褒

め
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
励
み
に
な
り
、
支

え
に
な
っ
て
、
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

和
生　

下
積
み
に
は
下
積
み
の
、
今
は
今
な
り
の
悩

み
が
あ
り
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
今
は
大
き
な
役
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
け
ど
、
役
に
自
分
が
負
け
て
な

い
か
ど
う
か
、
い
つ
も
悩
み
ま
す
よ
。
だ
か
ら
壁
は

今
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す（
笑
）。
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ゲ
ス
ト
◉
文
楽
人
形
遣
い

吉
田
玉
女
氏

吉
田
和
生
氏

人
生
の
積
み
重
ね
が
、

人
形
の
情
を
つ
く
る
。

プロフィール
吉田和生（よしだ・かずお）
1947年、愛媛県生まれ。人形細工師・大江巳之助氏の勧めで人形遣いの道へ。
1967年文楽協会人形部研究生となり、吉田文雀（現・人間国宝）に入門。現在
は女方や二枚目を持ち役に文楽人形遣いの第一人者の一人。因協会奨励賞、
大阪文化祭賞、国立劇場文楽賞文楽優秀賞ほか、受賞多数。

吉田玉女（よしだ・たまめ）
1953年、大阪府生まれ。14歳で後の人間国宝・吉田玉男に入門。「文七」
などの立役（男人形）を得意とし、次代の文楽界を牽引するリーダーの一人。
国立劇場奨励賞、文楽協会賞、因協会賞、国立劇場文楽賞文楽奨励賞、大阪
府民劇場賞（奨励賞）、国立劇場文楽賞文楽優秀賞ほか、受賞多数。

人
生
の
積
み
重
ね
が
、

人
形
の
情
を
つ
く
る
。



映
像
で
は
伝
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る

│
│ 

師
匠
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
、
若
い
世
代

に
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
き
ま
す
か
。

玉
女　

弟
子
に
は
私
が
言
わ
れ
た
こ
と
を
言
っ
て
い

ま
す
ね
。
と
に
か
く
舞
台
を
見
な
さ
い
、
芸
を
盗
み

な
さ
い
と
。
私
は
40
年
や
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
ま
だ
ま
だ
。
奥
は
深
い
で
す
。
芸
を
磨
き
続
け
る

大
切
さ
を
伝
え
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。

和
生　

文
楽
は
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
私
が
一

線
で
活
躍
で
き
る
の
は
せ
い
ぜ
い
10
年
、
わ
ず
か
な

期
間
で
す
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
こ
で
レ
ベ
ル
を

下
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
い
い
舞

台
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
後
輩
た
ち
に
つ
な
げ
た
い
。

た
だ
、
ち
ょ
っ
と
今
の
若
い
人
に
苦
言
を
呈
す
る

な
ら
、
芝
居
を
ビ
デ
オ
で
覚
え
よ
う
と
し
過
ぎ
や
な

い
か
な
。動
き
は
確
か
に
覚
え
ら
れ
ま
す
。で
も
、も
っ

と
大
事
な
感
情
や
感
覚
は
生
で
見
て
、
師
匠
や
先
輩

か
ら
直
接
聞
か
な
い
と
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

玉
女　

た
し
か
に
私
た
ち
の
師
匠
た
ち
の
修
行
時
代

に
は
、
ビ
デ
オ
は
お
ろ
か
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
な
か
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
、
お
稽
古
は
真
剣
で
厳
し
い
も
の

で
し
た
。
そ
れ
が
逆
に
良
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

あ
と
、
私
ら
が
若
手
の
こ
ろ
は
、
自
分
の
師
匠
だ
け

で
な
く
、
ほ
か
の
師
匠
か
ら
も
指
導
や
助
言
を
も
ら

い
ま
し
た
。い
ろ
ん
な
見
方
を
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
、

今
思
え
ば
そ
れ
も
良
か
っ
た
。
私
も
そ
う
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〝
好
き
〞を
見
つ
け
れ
ば
文
楽
の
世
界
は
広
が
る

│
│ 

文
楽
の
楽
し
み
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
ま
す
か
。
ま
た
、
今
回
の『
浪
花
女
』の
よ
う

な
紀
尾
井
ホ
ー
ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
お

感
じ
で
す
か
。

和
生　

文
楽
の
人
形
は
身
振
り
手
振
り
の
仕
方
話（
※
）

で
す
。
見
て
理
解
し
や
す
い
か
ら
、
海
外
公
演
で
も

多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
あ
、

お
芝
居
な
ん
で
、
あ
ま
り
構
え
ず
好
き
な
よ
う
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
ね
。
人
形
が
き
れ

い
だ
と
か
、
三
味
線
の
音
色
が
い
い
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ

好
き
な
何
か
を
見
つ
け
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

ま
た
世
界
が
広
が
り
ま
す
か
ら
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
回
や
ら
せ
て
い
た
だ
い

た『
浪
花
女
』な
ん
か
は
敷
居
を
ま
た
ぐ
、
い
い
き
っ

か
け
で
す
。
紀
尾
井
ホ
ー
ル
は
面
白
い
企
画
が
で
き

る
場
所
で
す
か
ら
、ま
た
ぜ
ひ
何
か
や
り
た
い
で
す
ね
。

│
│ 

最
後
に
、
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

玉
女　

ま
ず
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
役
を
し
っ
か
り

こ
な
し
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。
見
て
い
る
お
客
様
に

自
分
の
役
が
ど
う
伝
わ
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
い
つ
も

自
問
自
答
し
な
が
ら
精
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

和
生　

私
の
師
匠
や
玉
女
さ
ん
の
師
匠
た
ち
が
築

い
て
き
た
昭
和
・
平
成
の
文
楽
を
、
私
た
ち
が
し
っ

か
り
引
き
継
い
で
、
後
世
に
き
ち
っ
と
伝
え
る
こ
と
。

や
は
り
そ
れ
が
一
番
の
思
い
で
す
。

気
を
配
り
合
わ
な
い
と
い
い
舞
台
は
作
れ
な
い

│
│ 

ど
う
す
れ
ば
人
形
を
遣
っ
て
あ
の
よ
う
な
感

情
豊
か
な
芝
居
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

和
生　

長
く
や
っ
て
い
れ
ば
ね
、
技
術
は
身
に
つ
く

ん
で
す
。
で
も
、感
情
の
部
分
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
の
人
形
遣
い
の
個
性
、
人
生
の
積
み
重
ね
、
い
ろ

ん
な
も
の
が
あ
っ
て
初
め
て
表
現
で
き
る
も
の
で
す
。

　

た
だ
、
感
情
と
い
う
の
は
込
め
す
ぎ
て
も
だ
め
な

ん
で
す
。
な
ぜ
な
ら
舞
台
で
は
あ
く
ま
で
人
形
が
主

役
。
人
形
遣
い
は
、
腰
か
ら
下
は
人
形
と
同
じ
動
き

方
を
し
ま
す
が
、
腰
か
ら
上
は
動
き
を
抑
え
ま
す
。

そ
う
し
な
い
と
人
形
遣
い
が
主
役
に
な
っ
て
し
ま
う
。

気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
も
一
歩
引
く
と
い
う
、
そ
の

距
離
感
が
難
し
い
。

玉
女　

感
情
を
込
め
す
ぎ
る
と
、
人
形
の
動
き
が
硬

く
な
る
し
、
見
て
い
る
お
客
さ
ん
も
疲
れ
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
例
え
ば
人
形
の
視
線
と
自
分
の
視
線
を
あ
え

て
外
し
て
み
る
と
か
、
抜
く
部
分
が
必
要
で
す
ね
。

で
も
、
そ
れ
も
ほ
か
の
人
形
遣
い
と
息
が
合
っ
て

な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
文
楽
の
場
合
、〈
頭づ

〉と
言
っ

て
い
ま
す
が
、「
主
遣
い
」が
次
に
ど
う
人
形
を
動
か

す
か
を
、
頭
や
肩
の
微
妙
な
動
き
で「
左
遣
い
」と「
足

遣
い
」に
伝
え
ま
す
。
共
演
し
て
い
る
相
手
の
人
形
遣

い
に
対
し
て
も
そ
う
で
す
し
、
舞
台
で
皆
が
気
を
配

り
合
っ
て
い
な
い
と
、
い
い
舞
台
は
作
れ
ま
せ
ん
。

―
―
文
楽
は
太
夫
、
三
味
線
、
人
形
遣
い
の
三
業
一

体
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
の
人
形
遣
い
の
役
割

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

和
生　

わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
太
夫
と
三
味
線
は
音

の
世
界
を
、
人
形
遣
い
は
見
る
世
界
を
受
け
持
ち
ま
す
。

基
本
的
に
文
楽
は
三
権
分
立
で
互
い
に
口
出
し
を
し

ま
せ
ん
が（
笑
）、
舞
台
の
進
行
は
あ
く
ま
で
太
夫
さ

ん
が
握
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
合
わ
せ
る
の
が
人
形
遣

い
の
難
し
さ
で
も
あ
り
、
そ
の
中
で
ど
う
表
現
し
き

る
か
が
面
白
さ
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

〈
明
治
時
代
の
大
阪
、
料
亭
沢
田
屋
の
一
人
娘
・
お

千
賀
は
文
楽
の
三
味
線
弾
き
・
団
平
の
芸
に
打
ち
込

む
執
念
に
心
を
動
か
さ
れ
、
彼
と
夫
婦
に
な
る
が

…
…
〉後
年
、
名
作
浄
瑠
璃「
壺
坂
霊
験
記
」の
作
者

と
な
る
お
千
賀
と
団
平
の
夫
婦
愛
を
、
現
代
劇
と
実

際
の
文
楽
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
描
い
た
作
品
。
本

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
登
場
し
た
吉
田
和
生
、
吉
田
玉
女

両
氏
も
人
形
遣
い
と
し
て
出
演
し
た
。

浪
花
女「
壺
坂
霊
験
記
」誕
生
物
語

紀
尾
井
小
ホ
ー
ル

主
演
・
佐
久
間
良
子
（
３
月
23
日
〜
26
日
）
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人
形
浄
瑠
璃
文
楽

文
楽
と
は
物
語
を
語
る「
太
夫
」、
そ
れ
を
演
奏
で
支
え
る

「
三
味
線
」、
人
形
を
操
る「
人
形
遣
い
」の
三
業
一
体
で
構

成
さ
れ
る
舞
台
。
演
目
は『
忠
臣
蔵
』『
義
経
千
本
桜
』な
ど

の
時
代
物
、『
心
中
天
網
島
』『
曾
根
崎
心
中
』な
ど
の
世
話

物
、『
五
条
橋
』な
ど
の
景
事
に
分
け
ら
れ
る
。

人
形
遣
い

人
形
遣
い
は
１
体
の
人
形
を
３
人
で
操
り
、
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る「
主
遣
い
」が
首
と
右
手
、「
左
遣
い
」が
左
手
、「
足

遣
い
」が
脚
を
動
か
す
。「
足
十
年
、
左
十
年
」と
言
わ
れ
、

入
門
後
は
足
遣
い
か
ら
始
ま
り
、
左
遣
い
、
そ
し
て
長
い

修
行
を
経
て
主
遣
い
と
な
る
。

※
仕
方
話
：
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
す
る
話

『妹背山婦女庭訓』で橘姫と求女を演じる（2010年2月23日・24日紀尾井小ホール『女流義太夫の新たな世界』より）
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新
日
鉄
化
学（
株
）と
昭
和
電
工

（
株
）は
、
新
日
鉄
化
学
大
分
製
造

所
で
芳
香
族
事
業
を
母
体
と
す
る

共
同
事
業
会
社「
Ｎ
Ｓ
ス
チ
レ
ン
モ

ノ
マ
ー（
仮
称
）」を
設
立
し
、
両
社

の
合
弁
事
業
と
し
て
運
営
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。
今
回
の
共
同
事

業
化
は
、
原
料
か
ら
製
品
に
至
る

連
携
と
設
備
改
善
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
輸
出
競

争
力
の
向
上
と
日
本
国
内
市
場
へ

の
安
定
供
給
体
制
の
整
備
を
図
る

も
の
。
会
社
設
立
は
２
０
１
１
年

８
月
１
日
の
予
定
。

北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
の
先

駆
的
な
役
割
を
担
っ
て
事
業
を
開

始
し
た
西
日
本
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ

サ
イ
ク
ル（
株
）が
、
２
０
１
０
年

度
の「
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
功
労
者
等
表
彰
」

で
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

２
０
０
７
年
度
の
環
境
大
臣
表
彰

に
続
き
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ

ク
ル
業
界
や
全
国
の
エ
コ
タ
ウ
ン

に
お
い
て
初
の
名
誉
に
輝
い
た
。

今
回
は
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
た
こ
と
や

エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
で
の
活
動
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。

新
日
鉄
は
、
高
い
耐
力
を
有
し

重
荷
重
が
作
用
す
る
シ
ー
ル
ド
ト

ン
ネ
ル
の
覆
工
に
適
し
た
セ
グ
メ
ン

ト
と
し
て「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
詰
め

合
成
セ
グ
メ
ン
ト（
Ｈ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
®

）」

の
技
術
開
発
並
び
に
市
場
開
拓
を

推
進
し
て
き
た
が
、
国
土
交
通
省

中
部
地
方
整
備
局
が
建
設
を
進
め

る
緑
地
共
同
溝
工
事
や
大
阪
府
が

進
め
る
寝
屋
川
北
部
地
下
河
川
整

備
に
採
用
さ
れ
た
。
地
下
河
川
・

鉄
道
・
道
路
・
共
同
溝
な
ど
の
シ
ー

ル
ド
工
事
へ
の
適
用
が
本
格
化
し

て
い
る
。

新
日
鉄
は
タ
イ
で
自
動
車
用
外

板
・
高
張
力
鋼
板
を
含
む
高
級
・

高
品
質
の（
合
金
化
）溶
融
亜
鉛
め
っ

き
鋼
板
製
造
ラ
イ
ン
の
建
設
と
、

同
鋼
板
の
製
造
・
販
売
を
行
う
新

会
社
の
設
立
を
決
定
し
た
。
新
会

社
は
約
３
０
０
百
万
米
ド
ル
を
投

資
し
て
、
新
日
鉄
の
日
本
国
内
最

新
鋭
設
備
と
同
等
の
溶
融
亜
鉛
め
っ

き
鋼
板
製
造
ラ
イ
ン
を
建
設
し
、

２
０
１
３
年
中
の
稼
働
を
目
指
す
。

【
新
会
社
の
概
要
】

会
社
名 

ニ
ッ
ポ
ン
・
ス
チ
ー
ル
・

ガ
ル
バ
ナ
イ
ジ
ン
グ（
タ
イ
ラ
ン
ド
）（
仮
称
）

所
在
地 

タ
イ
・
ラ
ヨ
ー
ン
県

資
本
金 

88
百
万
ド
ル

生
産
能
力 

年
間
36
万
ト
ン

G
GROUP CLIP

新
日
鉄
化
学（
株
）
総
務
部（
広
報
）

 
０
３
│
５
２
０
７
│
７
６
０
０

西
日
本
ペッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル（
株
）

 
０
９
３
│
７
６
１
│
７
７
３
３

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│

  　

２
１
３
５
・
２
１
４
６
・
２
１
４
７

新
日
鉄
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
釜
石
製
鉄
所

に
お
い
て
、
線
材
の
生
産
再
開
に

向
け
た
復
旧
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
4
月
13
日
、
生
産
を
再

開
し
ま
し
た
。
今
後
は
本
格
的
な

生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│

  　

２
１
３
５
・
２
１
４
６
・
２
１
４
７

製　品

グループ

グループ

経　営
タ
イ
で
溶
融
亜
鉛
め
っ
き

鋼
板
の
製
造
・
販
売
会
社

を
設
立

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
詰
め
合
成

セ
グ
メ
ン
ト
の
適
用
拡
大

新
日
鉄
化
学（
株
）

芳
香
族
事
業
に
関
す
る

共
同
事
業
会
社
を
設
立

西
日
本
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ

イ
ク
ル（
株
）が
業
界
初
の

経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞

経　営

釜
石
製
鉄
所
に
お
け
る

線
材
の
生
産
再
開

緑地共同溝工事に使用される
HCCP－SSセグメント製品

大阪府寝屋川北部
地下河川の整備状況

スチレンモノマー製造設備

新日鉄化学
大分製造所
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総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│ 

  　

２
１
３
５
・
２
１
４
６
・
２
１
４
７

7月1日（金）/ 18:30
ゆう志の会　
清治近松復曲三夜　第三夜
「 静胎内捃（ふたりしずかたいないさぐり）」

三味線：鶴澤清治　ほか

7月6日（水）/ 18:00
第21回新日鉄音楽賞
贈呈式・受賞者記念コンサート

フレッシュアーティスト賞：長原幸太
特別賞：豊田耕兒

公演ご案内

http://www.kioi-hall.or.jp

新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

　端正な容姿と類稀な才能
で既に日本でも人気の高い
ルノー・カプソン。今回の公
演では、カプソンがこの2年
間集中して取り組んできた
ベートーヴェンのソナタから
第2番と第5番「春」の2曲を、
またカプソンの出身地フラン
スから、フォーレの薫り高い
名品のヴァイオリン・ソナタと
ロマ（ジプシー）の熱い情念に
彩られたラヴェルのツィガーヌ
を演奏します。

ときめきのヴァイオリン
ルノー・カプソン　

ヴァイオリン・リサイタル

スケジュール

ルノー・カプソン

6月10日（金）/ 19:00

ⓒ Jean-Francois Leclercq

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

新
日
鉄
は
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
事
務
所
を
現
地
法
人
化
し

「
ニ
ッ
ポ
ン
・
ス
チ
ー
ル
・
イ
ン
デ
ィ

ア
」を
設
立
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
経

済
成
長
が
続
き
鉄
鋼
需
要
拡
大
が

見
込
ま
れ
る
中
で
、
現
地
で
の
お

客
様
へ
の
営
業
、
技
術
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
対
応
力
を
強
化
し
、
ま
た

イ
ン
ド
に
お
け
る
事
業
展
開
の
検

討
・
推
進
を
行
う
。

２
０
１
１
年
度
全
日
本
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ

に
、
元
全
日
本
男
子
チ
ー
ム
の
エ
ー

ス
の
中
垣
内
祐
一
氏
が
就
任
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。
中
垣
内
氏
は

１
９
９
０
年
に
新
日
鉄
に
入
社
し
、

２
０
０
４
年
の
引
退
ま
で
に
日
本

リ
ー
グ
、
Ｖ
リ
ー
グ
通
算
3
回
の

優
勝
を
経
験
、
最
優
秀
選

手
賞
に
も
３
回
輝
い
た
。
国

際
大
会
で
は
、
１
９
９
２
年

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
6
位

入
賞
な
ど
全
日
本
男
子
の
エ
ー
ス

と
し
て
活
躍
し
た
。

２
０
０
４
年
に
選
手
引
退
後
は

堺
ブ
レ
イ
ザ
ー
ズ
監
督
に
就
任
。

新
日
鉄
は
10
％
の
株
式
を
保
有

す
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
ニ
ッ
ポ
ン
・

イ
ー
ガ
ル
ブ
社
の
発
行
済
株
式
の

過
半
数
取
得
に
つ
い
て
、
同
社
の

筆
頭
株
主
で
あ
る
タ
ッ
ト
・
ギ
ヤ
ッ

プ
グ
ル
ー
プ
と
検
討
を
開
始
し
た
。

２
０
１
１
年
6
月
末
を
目
途
に
ニ
ッ

ポ
ン
・
イ
ー
ガ
ル
ブ
社
を
新
日
鉄

の
連
結
子
会
社
と
す
る
方
向
で
協

議
を
進
め
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア

に
お
け
る
電
気
亜
鉛
め
っ
き
鋼
板

事
業
を
日
本
国
内
の
事
業
運
営
と

一
体
化
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場

に
お
け
る
顧
客
対
応
力
の
一
層
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

日
鉄
住
金
建
材（
株
）は
子
会
社

の
上
海
日
建
大
中
冶
金
材
料
有
限

公
司（
上
海
日
建
）で
、
連
続
鋳
造

機
の
鋳
型
に
添
加
す
る
連
鋳
パ
ウ

ダ
ー
の
製
造
設
備
を
増
強
し
た
。

上
海
日
建
は
１
９
９
７
年
に
設

立
さ
れ
、
中
国
国
内
と
日
本
向
け

に
年
間
８
０
０
０
ト
ン
の
連
鋳
パ

ウ
ダ
ー
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。

今
回
、
連
鋳
パ
ウ
ダ
ー
製
造
の
主

要
設
備
で
あ
る
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ

ヤ
ー
を
1
基
増
設
し
て
２
基
体
制

と
し
て
生
産
能
力
を
年
間
２
万
ト

ン
に
倍
増
。
中
国
市
場
の
高
級
品

に
対
す
る
拠
点
と
し
て
強
化
を
図
っ

た
。日

鉄
住
金
建
材（
株
）

ニ
ッ
テ
ッ
ク
ス
事
業
部
門

 
０
３
│
３
６
３
０
│
２
６
８
３

ニッポン・イーガルブ社

２
０
０
９
年
５
月

に
退
任
し
、
同
年

７
月
よ
り（
公
財
）

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
海

外
研
修
員
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
や

ブ
ラ
ジ
ル
で
コ
ー
チ
ン
グ
を
学
ん
だ
。

経　営経　営

グループスポーツ
日
鉄
住
金
建
材（
株
）中
国
子
会
社
が
連
鋳
パ
ウ
ダ
ー
工
場
の
設
備
を
増
強

中
垣
内
祐
一
氏
が

全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
に
就
任

マ
レ
ー
シ
ア
の
電
気
亜
鉛
め
っ
き

鋼
板
製
造
・
販
売
会
社
の

連
結
子
会
社
化
を
協
議

イ
ン
ド
事
務
所
を
現
地
法
人
化

設備竣工式
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〒
100-8071  東

京
都
千
代
田
区
丸
の
内
2-6-1 TEL03 -6867 -4111　

http://w
w
w
.nsc.co.jp/

編
集
発
行
人
   総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
　
 高
橋
 望
  ／
 企
画
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
　
株
式
会
社
日
活
ア
ド
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー

●
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
FAX
:03-6867-3597

●
本
誌
掲
載
の
写
真
お
よ
び
図
版
・
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

多和 圭三 （たわ・けいぞう）
 作者プロフィール／ 1952年愛媛県大三島生まれ。日本大学芸術学部美術学科卒業。
81年に真木画廊で初個展を開催。以来、鉄を叩くことを通して制作を続ける。全国
の画廊や美術館で個展を開催するほか、米国、韓国、バングラデシュでも作品が紹
介されている。94年には新日鉄本社にて開催された「第3回 STEEL ART展」に出品。
95年タカシマヤ文化基金新鋭作家奨励賞受賞。2003年第33回中原悌二郎賞優秀賞
受賞。07年文化庁買上優秀美術作品。09年より多摩美術大学教授、現在に至る。
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